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についても、 暖冬の

年には冬眠から覚めて

しまい、 エサがなく

て死んでしまうという

報告もあり、 やや至

らないところもあった

りする。 いずれにせ

よ、 これらの戦略を

駆使して彼らはなんと

かうまいことやってき

たと考えられている。

■世の中には個性的な生き物がた

くさんいる。 海の中で目立ちす

ぎではないかと心配になる奇抜な

色や形をした魚、 いつやってく

るかもわからないエサをただ待っ

ている食虫植物、 まるで葉っぱのよ

うな模様の蝶…。 「変ないきも

の」、 おそらく多くの人が感じるこ

とだと思う。 そこからさらに「なん

であんた絶滅しないでやってこれた

の？」 と考えるのは面白い。その視

点は時として突飛な形や生態をもって

いる生き物、 もしくは珍しい生き物

について投げかけられることが多い。

しかし、 そのへんにいる生き物につ

いても、 「なんであんた絶滅しない

でやってこれたの？」 とすこし考え

てみることも、 彼らなりの深さや歴

史を考えるいい機会かもしれない。

決して答えを知ることのみが目的では

なく。

　我が家の北側にはフェンスを隔てて高槻市の浄水場があります。「ウォー

タープラザ」と命名され、一般公開されています。敷地内には水路や池、

雑木林があり、 自宅にいながら季節を感じる事ができるのでお得だなとい

つも感じています。桜の花が終わり、青々とした葉の隙間から木漏れ日が

部屋の隅々にきらきらと反射して、 お昼寝するには最高のロケーションで

す （しかもとても安上がり）。 けれど、 ある朝 「やつら」 はやってき

ます。時間的には朝の６時前後から、最初は１匹か２匹、可愛く「シャー

シャー」、翌日から着実に仲間を増やし、８月お盆の頃には世界中のやつ

らが集結しているのではないかと思う位の勢いで 「しゃあー！しゃあー！

しゃあー！」 と大合唱。 そうです。 クマゼミです。 夏は目覚ましが必要

ありません。その鳴き声の大きさたるや、耳にとまっているのではないか

と思う位です。 毎朝強制的に起こされ必然的に夏バテです。「生き物と共

生する」 には時として忍耐も必要です。毎年忍耐の許容を越えるぎりぎり

の頃、ツクツクホウシの鳴き声を聞き、心の中でクマゼミと夏に別れを告

げ、 一抹の寂しさと安堵を感じるのでした。 　　　　（中山　香代子）
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北海道にて自動撮影装置によって

撮影されたタヌキ

素朴な疑問やご感想など下記のアドレスまでお寄せください。お待ちしています。

E-mail ：nl-info@chiikan.co.jp

とも間の悪い鳴き声を発し、野性味あ

ふれるダイナミズムのカケラも感じさ

せなかったこともある。こんな性分の

ためか「野生の王国」などには羽でも

生えない限り出演はできないだろうと

不憫に思うし、海外の文献には「絶滅

していないことが不思議だ」 ともあ

る。では、なんでこんな地味なヤカラ

が未だやっていけるのだろう。いくつ

かの論文でその疑問に対する彼らなり

の戦略が考えられている。イヌ科にし

ては多く子供を産むということ、食べ

物やすみかに対して柔軟性が高くどん

なところでも生息できること、寒い地

方では冬眠によってうまく冬越しをす

ること、などが挙げられている。しか

し、要領の良さそうな冬眠というワザ
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■ 「 し ょ う が な い

なぁ」 という人や物

事というのは世の中に

結構ある。 それはべ

つに怒りや苛立ちを表

すわけでもなく、 は

たまた溺愛を表すわけ

で も な い 。 た だ 、

ちょっと苦笑しなが

ら、 ため息混じりに

こぼす軽いもどかしさといったと

ころだろうか。

■私が以前研究していたタヌキ

は、 このような 「しょうがな

い」 だらけでの生き物あった。

彼らは分類上食肉目イヌ科に属し

ており、 キツネなどと同じグループ

に属している。 しかし、キツネに比

べて進化が進んでおらず、 体の仕組

みや習性は旧式じみたところが見受け

られる。 文献にさえ、「足が短い、

目が悪い、 歯が進化していない、鈍

くさい、 ショックで気絶する」など

と記述され、 褒め言葉を見つけるの

は難しい。 鈍くささと気絶という習

性のおかげで、 タヌキの交通事故数

は上位をキープしているし、 足が短

いため雪の中でもがいているタヌキを

発見し、 追いかけたら追い越してし

まった友人の話も聞いたこともある。

また、 捕獲されたタヌキを見たとき

は、 檻の奥で小さくなってこちらを

暫く見ていた挙げ句、 「バフ」と何


